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春
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、
鰯
の
ぼ
り
が
こ
こ
ち
良

さ
に
泳
い
で
い
ま
す
。

「
五
月
五
日
」
は
、
子
ど
も
の
Ｕ
。

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
、
「
児
賓
福
祉

週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
近
は
親
子
の
断
絶
が
言
わ
れ
、
し

ば
し
ば
社
会
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
も
背
も
親
子
の
愛
惜
に
は
、

か
わ
り
が
な
い
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
こ

う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
鯉
の
ぼ
り
の
よ
う
に
、
親
と
手

が
仲
良
く
一
緒
に
育
空
を
気
持
よ
く
泳

げ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
第
2
保
育
凶
の
鯉
の
ぼ
り
は
、

厚
紙
に
鯉
が
つ
く
ら
れ
、
園
児
が
鳳
い

思
い
に
う
ろ
こ
を
つ
け
、
大
き
な
目
を

つ
け
、
全
て
手
づ
く
り
の
情
の
こ
も
っ

た
鯉
の
ぼ
り
で
す
。
こ
の
鯉
の
ぼ
り
を

毎
朝
、
保
母
さ
ん
と
閲
児
た
ち
で
、
よ

く
泳
ぐ
よ
う
に
と
上
げ
て
い
ま
す
。

鯉
の
ぼ
り
は
、
幸
せ
の
シ
ン
ボ
ル
な

の
で
す
。
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あせらず

（水巻駅横目踏切で）

。
交
通
量
の
多
い
踏
切
で
は
、
一
軍
長

余
裕
が
出
来
て
渡
る

。
踏
切
内
で
は
ロ
ー
ギ
ヤ
の
み
で
渡
る

。
せ
ま
い
踏
切
で
無
理
な
横
断
は
し
な

ヽ
－

。
警
報
機
の
な
い
踏
切
及
び
見
通
し
の

悪
い
個
所
は
極
力
さ
け
る

も
し
動
け
な
く
な
っ
た
ら

。
自
動
車
を
出
す
よ
り
、
ま
ず
列
車
を

と
め
る
手
配
を
し
ま
し
ょ
う

。
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う

。
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
無
い
所
で
は
、

ま
ず
自
動
車
に
備
え
つ
け
の
発
炎
筒

に
火
を
つ
け
て
、
見
通
し
の
良
い
方

に
立
て
ま
し
ょ
う
。

合成洗剤と石けん

合成洗剤

◎石けん～動植物

性の油脂を原料

に苛性ソーダを

加えて作られた

界面活性剤（脂

肪酸塩）が主成

分です。これを

粉末にしたもの

が「粉石けん」

です。

◎合成洗剤～石油

・石炭を原料に

化学的に合成し

て作られた界面

活性剤ＬＡＳや

高級アルコール

系などを主成分

とする洗剤。

国
民
年
金
（
強
制
加
入
）

～
保
険
料
の
免
除
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＼
／
こ
，

青
少
年
不
良
化
防
止
に
〝
私
は
こ
う
考
え
る
″

事
故
の
後
、
だ

れ
も
が
考
え
る
の

は
〝
も
う
少
し
ス

ピ
ー
ド
を
ひ
か
え

て
い
れ
ば
■
　
〝
わ

酬細胴

き
兄
を
し
な
け
れ

ば
∫
　
〝
も
う
少
し
気
を
つ
け
れ
ば
″
等

の
後
悔
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

事
故
を
お
こ
し
て
か
ら
で
は
、
い
く

ら
後
悔
し
て
も
、
も
う
遅
す
ぎ
ま
す
。

後
悔
す
る
前
に
、
再
度
、
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
鉄
道
事
故
は
、
大
惨
事
を
ま
ね

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
踏
切
を
通
過
す

る
際
は
、
安
全
確
認
を
お
こ
た
ら
な
い

よ
う
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

門
鉄
管
内
で
一
年
間
で

4

7

5

件

も

昭
和
五
十
五
年
度
の
門
司
鉄
道
管
理

局
管
内
に
お
け
る
踏
切
事
故
や
線
路
へ

の
置
石
等
の
鉄
道
妨
害
は
、
四
百
七
十

五
件
も
発
生
し
、
二
十
四
名
の
尊
い
人

命
が
失
わ
れ
、
五
十
名
の
方
が
重
軽
傷

を
負
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
妨
害
事
故
を
防

止
す
る
に
は
、
ひ
と
え
に
国
鉄
部
内
の

運
動
だ
け
で
防
止
で
き
る
も
の
で
は
な

く
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

た
運
動
を
展
開
す
る
以
外
に
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。

特
に
一
人
一
人
が
次
の
こ
と
な
ど
を

注
意
下
さ
い
。

踏
切
通
過
時
の
基
本

。
踏
切
の
手
前
で
必
ず
一
時
停
止
。
停

止
場
所
は
レ
ー
ル
前
か
ら
3
机

。
左
右
の
安
全
確
認

。
警
報
機
が
確
実
に
鳴
り
や
ん
で
か
ら

渡
る

．
誓

国
民
年
金
保
険
料
が
四
月
か
ら
四
千

五
百
円
（
附
加
年
金
四
千
九
百
円
〕
と

な
り
、
支
払
い
の
方
が
大
変
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

将
来
の
生
活
の
安
定
の
た
め
、
ぜ
ひ

未
納
の
な
い
よ
う
支
払
い
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ど
う
し
て
も
、
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、
免
除
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。こ
の
免
除
の
制
度
は
、
強
制
加
入
者

だ
け
で
、
十
年
間
に
限
り
免
除
が
で
き

ま
す
。こ
の
場
合
は
勝
手
に
支
払
い
を
や
め

る
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
、
必
ず
役
場
年

金
係
に
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の

上
、
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

こ
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
未
納
と
な

り
、
将
釆
も
ら
え
る
年
金
も
も
ら
え
な

い
様
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
該
当

者
は
手
続
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
Ｌ
Ｉ

ま
す
。

青
少
年
の
非
行
は
近
年
兇
悪
化
す
る

と
と
も
に
低
年
齢
化
し
て
い
る
こ
と
は

い
ろ
い
ろ
な
報
道
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
は
当
人
が
成
人
と
な
り
、

あ
る
程
度
の
自
覚
が
で
き
る
と
非
行
は

だ
ん
だ
ん
少
く
な
っ
て
い
く
の
が
実
態

で
あ
り
ま
す
。

即
ち
、
現
在
の
非
行
青
少
年
の
非
行

率
の
高
い
こ
と
は
、
そ
の
可
能
性
の
あ

る
予
備
軍
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。現
在
非
行
中
の
青
少
年
を
直
ち
に
立

ち
直
ら
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
先

づ
、
こ
の
予
備
軍
を
少
く
し
、
な
く
す

こ
と
が
非
行
の
撲
滅
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
郡
内
で
も
非
行
率
は
一
番
高

い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
青
少

年
を
と
り
ま
く
環
境
が
悪
く
誘
惑
の
多

い
こ
と
が
非
行
に
走
ら
せ
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
然
し
、
こ
の
環
境
も
一

朝
一
夕
に
直
す
こ
と
も
困
難
な
問
題
で

あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
も
基
礎
学
力
を

充
実
さ
せ
る
一
方
、
人
間
性
豊
か
な
子

供
を
育
て
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。
即
ち
、
学
力
の
落
ち
こ
ぼ
れ
よ
り

人
間
と
し
て
の
落
ち
こ
ぼ
れ
は
他
人
に

迷
惑
を
か
け
、
ま
た
世
の
中
の
厄
介
者

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ノ
こ
の
人

間
の
落
ち
こ
ぼ
れ
は
幼
い
時
の
躾
の
不

充
分
か
ら
生
れ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す

自
分
の
子
供
は
非
行
に
走
ら
な
い
と
い

う
親
の
過
信
と
物
の
豊
か
さ
か
ら
く
る

過
保
護
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
非
行
の

芽
を
育
て
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と

が
大
切
と
思
い
ま
す
。
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郡遵体育大会で好成績
～体の不自由を克服して～

福祉センターに飾られた表彰状

た
。体
の
ハ
ン
デ

ィ
を
克
服
し
て

の
競
技
は
、
見

る
人
の
心
を
ゆ

き
ぶ
り
、
手
に

汗
を
に
ざ
る
好

試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
水

巻
勢
が
始
め
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
大
会
は

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

種
目
別
優
勝
は
次
の
通
り
で
す

。
車
イ
ス
　
Ｃ
6
0
研
）
　
金
子
　
進

戸
籍
、
住
民
票

が
．

。
競
雇
（
用
豊

。
競
走
（
6
0
椚
）

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

。
3
百
桝
リ
レ
ー

ま
～

レ

▼

星
三
好
和
信

パ
．
相
馬
茂
秋

岩
崎
中
原
文
子

宋
川
虎
雄

。
家
族
リ
レ
ー

近
く
の
「
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
」

第
1
9
回
身
体
障
害

者
郡
運
体
育
大
会
が

四
月
二
十
九
日
、
芦

屋
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

生
憎
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
選
手

家
族
が
多
数
つ
め
か

け
、
盛
会
な
試
合
と

ら
、
ほ
と
ん
ど
の
種
目
別
優
勝
を
果
た

し
、
注
目
さ
れ
て
い
た
最
後
の
〝
家
族

リ
レ
ー
″
も
、
三
好
選
手
が
必
死
の
力

走
を
み
せ
、
逆
転
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。今
大
会
は
、
五
月
中
旬
に
行
わ
れ
る

県
大
会
へ
の
予
選
も
か
ね
て
お
り
ま
す

県
大
会
、
全
国
大
会
へ
の
ご
健
闘
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。
雨
の

た
め
、
屋
外
種
目
が

出
釆
な
い
た
め
半
分
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

削
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
り
十
五
種
目
で

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し

太
田
事
務
局
長
の
談
話

水
巻
勢
は
よ
く
ガ
ン
バ
ッ
テ
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
県
大
会

全
国
大
会
と
さ
ら
に
夢
を
ひ
ろ
げ
た
い

水
巻
町
で
は
、
忙
し
い
人
や
子
供
さ

ん
が
小
さ
い
人
の
た
め
に
近
く
の
た
ば

こ
屋
さ
ん
で
、
戸
籍
、
住
民
票
が
交
付

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
次
の
通
り
町
内
の
七
か
所

の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
取
扱
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
備
え
付
け
の
用
紙
に
簡

単
な
必
要
事
項
を
書
き
込
む
だ
け
で
、

原
則
と
し
て
、
そ
の
翌
日
受
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
役
場
と
か
わ

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
利
用
下
さ
い
。

火
曜
日
の
1
6
時
ま
で
届
け
ま
す
。

時
間
ま
で
に
申
込
ま
な
い
場
合
は
翌

々
日
に
な
り
ま
す
。

◎
ご
注
意

。
他
人
の
戸
籍
を
と
る
場
合
は
役
場
に

直
接
お
こ
し
下
き
い
。

。
印
鑑
証
明
書
、
諸
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
け
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
決
ま
る稲村委員長

視
覚
障
害
者
に
声
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

点
訳
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
る
〝
と
　
さ
い
。

も
し
び
の
会
″
で
は
、
こ
の
度
、
視
覚

障
害
者
の
万
に
、
広
報
、
議
会
だ
よ
り

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
声
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

活
字
に
余
り
接
し
な
い
障
害
者
の
万
々

に
勇
気
づ
け
大
変
好
評
を
得
て
い
ま

す
。月
に
二
回
、
あ
な
た
に
も
こ
の
声
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
役
場

赤
時
（
内
線
3
1
6
）
ま
で
御
連
絡
下

◎
阪
扱
い
た
ば
こ
屋
さ
ん

①
二
町
営
住
宅
入
口

㊥
下
二
町
住
バ
ス
停
前

㊥
吉
田
ノ
二
新
県
道
筋

④
鯉
口
バ
ス
停
横

⑤
古
賀
新
生
街
入
口

⑥
樋
口
商
店
街
入
口

⑦
猪
熊
バ
ス
停
前

原
口
商
店

千
々
和
店

白
石
商
店

小
田
商
店

井
上
商
店

山
本
商
店

岡
部
商
店

◎
毎
日
の
お
届
け
時
間

。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

毎
日
1
4
時
ま
で
申
込
ま
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
翌
日
の
1
6
時
ま
で
に
届

け
ま
す
。

三
月
二
十
七
日
の
議
会
選
挙
で
、
水

巻
町
選
挙
管
理
委
員
が
次
の
と
お
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
委
員
の

任
期
が
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
改

選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

任
期
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。委
員
長
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
の
互

選
で
稲
村
丑
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
　
稲
村
　
　
丑
　
高
松
団
地

要
　
員
　
大
貝
貴
美
雄
　
猪
　
　
熊

〃
　
　
柴
田
　
静
安
　
　
臥

〃
　
　
船
津
　
安
茂
　
　
二

。
土
曜
日

1
0
時
ま
で
に
申
込
ま
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
月
曜
日
の
1
6
時
ま
で
に
届

け
ま
す
。

日
曜
日

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

天富田浜暴走族　出すな家庭　と　地域か　ら　　　みずほ
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は
し
か
（
麻
疹
）
　
の

予
防
接
種

は
し
か
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

次
の
要
領
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
係
に
問

診
票
を
と
り
に
き
て
、
指
定
さ
れ
た
医

院
で
受
け
て
下
さ
い
。

▼
対
象
児
　
生
後
1
2
か
月
～
7
2
か
月

▼
指
定
医
院
　
前
原
医
院
、
森
田
医
院

楠
本
医
院
（
頃
末
、
吉
田
）

中
村
医
院

▼
料
金
2
千
円
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
の
世

帯
、
均
等
割
、
非
課
税
世
帯
の
万
は

無
料
で
す
）

接
種
を
受
け
ら
れ
る
時
は
医
師
に
よ

く
相
談
下
さ
い
（
7
、
8
月
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種

▼
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
全
員
（
3
歳

未
満
で
希
望
さ
れ
る
万
は
医
師
に
相

談
下
さ
い
）

▼
実
施
期
間
　
5
月
2
1
日
～
6
月
2
0
日

▼
実
施
方
法

。
初
め
て
受
け
る
人
　
1
～
2
週
間
隋

で
2
回
接
種

。
昨
年
受
け
た
方
　
　
1
回
の
み
接
種

▼
実
施
場
所
　
町
内
の
各
開
業
医
の
診

療
時
間
内

▼
料
金
1
回
に
つ
き
6
7
0
円
　
（
ワ
ク
チ
ン

代
は
別
に
3
7
0
円
町
で
補
助
）

た
だ
し
、
次
の
方
は
無
料
で
す
。

①
中
学
生
以
下
の
生
徒
・
幼
児
（
小
中

学
生
は
学
校
で
接
種
）

㊥
生
活
保
護
世
帯
の
人

口
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

㊥
町
県
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割

の
人

▼
注
意
事
項

。
接
種
を
受
け
る
万
は
、
問
診
票
を
役

場
衛
生
係
に
と
り
に
く
る
こ
と
（
一

般
有
料
分
は
各
医
院
に
あ
り
ま
す
）

。
問
診
票
に
捺
印
す
る
こ
と

。
接
種
す
る
前
に
は
体
温
を
計
る
こ
と

▼
次
に
あ
げ
る
万
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。
慢
性
疾
患
（
肝
臓
、
腎
臓
、
糖
尿
、

喘
息
な
ど
〕
か
か
っ
て
い
る
。
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
。
妊
娠
中
。
熟
が
あ
る

特
に
体
の
衰
弱
が
ひ
ど
い
。
1
年
以

内
に
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た
な
ど
。

胃

　

ガ

　

ン

　

検

　

診

▼
日
時
　
5
月
1
4
日
（
木
）
、
1
5
日
（

金
）
8
時
3
0
分
～
1
0
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
料
金

。
国
保
の
被
保
険
者
　
　
5
0
0
円

。
社
保
そ
の
他
〃
　
　
1
5
0
0
円

▼
申
込
み

役
場
衛
生
係
に
料
金
を
そ
え
て
本
人

が
直
接
（
問
診
票
記
入
）
申
込
み
下

さ
い
。
5
月
の
仙
配
。
酎
相
談

▼
日
時
　
5
月
1
3
日
（
1
0
時
～
1
5
時
）

1
9
日
（
1
8
日
が
変
更
）
、
2
5
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

野
犬
狩
り
に
ご
注
意

か
．
　
　
～
こ
地
区
～

▼
日
時
　
5
月
1
9
日
（
火
）
1
8
時
よ
り

2
0
日
1
0
時
ま
で

毒
餌
を
し
か
け
た
場
所
に
貴
族
を
立

て
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
に
近
寄
ら
な

い
よ
う
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
月
日
　
6
月
1
4
日
（
日
曜
〕

▼
試
験
場
　
北
九
州
大
学

▼
願
書
受
付

。
北
九
州
消
防
局
　
5
月
1
8
日
～
1
9
日

。
県
消
防
局
防
災
課
　
5
月
2
2
日
～
2
3

［
口

試
験
準
備
講
習
会

▼
日
時
　
6
月
3
日
　
8
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▼
受
付
　
5
月
1
8
日
～
6
月
2
日
ま
で

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係
（
曾
0

3
9
2
9
・
3
・
1
2
3
1
）

国
税
専
門
官
募
集

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
～

3
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

▼
願
書
受
付
　
5
月
1
4
日
∵
（
5
月
2
2
日

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
謀
へ

▼
試
験
日
及
び
会
場

7
月
1
1
Ｒ
∵
1
1
2
日
、
第
一
薬
科
大
学

▼
受
験
申
込
書
請
求
先

最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
各
大
学
の

就
職
担
当
者

く
わ
し
い
こ
と
は
福
岡
国
税
局
（
曾

0

9

2

・

4

3

1

・

7

7

3

3

）

　

ま

で
上
下
水
道
使
用
料
金
は

便
利
な
口
座
振
替
で

手
続
は
簡
単
に
で
き
ま
す
。
希
望
の

口
座
の
預
金
通
帳
と
そ
の
使
用
印
、
印

紙
を
持
参
す
れ
ば
、
左
記
の
金
融
機
関

で
す
ぐ
で
き
ま
す
。

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ

平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

弁
護
士
相
談
日
　
　
毎
週
金
曜
午
後
一
時
～
午
後
四
時

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
小
倉
区
紺
屋
町
九
－
一
明
治
生
命
ビ
ル
八
階

相
談
無
料

小
　
倉
　
調
　
査
　
事
　
務
　
所
　
内

蜃
　
五
ｌ
〓
－
二
一
四
〇

間
、
遠
賀
川
支
店

。
福
岡
銀
行
　
折
尾
、
梅
ノ
木
、
中
間

支
店

。
西
日
本
銀
行
　
折
尾
、
中
間
支
店

。
遠
賀
郎
農
協
水
巻
支
所

4
月
2
5
日
号
の
予
算
の
欄
申
（
2
・

3
ペ
ー
ジ
）
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

①
歳
入
の
う
ち
、
使
用
料
及
び
手
数
料

が
2
7
億
は
2
億
で
す
。

㊥
歳
出
の
う
ち
、
性
質
別
分
類
の
積
立

金
、
そ
の
他
の
経
費
の
単
位
は
万
円

で
す
。

㊥
国
保
事
業
の
う
ち
、
児
童
手
当
と
あ

り
ま
し
た
の
は
、
育
児
手
当
で
す
。

愛の献血にご協力を

あなたの血液は尊い）
（生命を救います

ト日時　5月15日（金）10時～16時

ト場所　町民会館ホール

ト主催　北九州日赤血液センター

町社会福祉協議会

。
遠
賀
信
用
金
庫
　
本
店
、
折
尾
、
中

～　お　　礼　～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄
贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。

みずほ団地　故大寺　一恵殿　　大寺　秋男殿
頃　　　　末　故時枝マスエ殿　　時枝　金生殿

高　松団　地　故大中　イシ殿　　大中　兼蔵殿
頃　　　　末　故藤井シゲオ殿　　藤井　　試殿
下　　　　二　故重岡　次男殿　　重岡　和代殿

吉田小学校父母教師会ＯＢ会（吉田会）よりご寄贈
がありました。

衛
　
門

？
．
口
樹
集
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
．
1
）
　
李

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

－
・
、
1
1
1
－
－
、
、
、
、
・
ｌ
ｌ
、
、
、
、
ヽ
ｌ
ｌ
，
、
、
、
、
ｌ
ｌ
、
ヽ
、
、
ヽ
1
－
、
、
、
一

冷

牟

田

印

刷

合

資

会

社

あ　な　た　の役場です　　　電話（20且）4321番


